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闇の中を歩まず（ヨハネ8:12）
　多くの人が真面目に熱心に頑張ろうとしています。また、できれば正しく生きようと必死です。それにもかかわらず、思いどおりにうまくいかないのが、この世の中であり、また、私たちの人生ではないでしょうか。それはその人の問題と言うことの前に、彼らも気づいていないのでしょうが、努力や頑張ることによってでは、どうにもならない闇の中にいるからそうならざるをえないということを、今日の聖書の中でイエス様はおっしゃっています。闇の中にいるので、その闇の中を歩いている状態なので、結局、願いはあるにもかかわらず、願いどおりに行くわけにはいかないということでしょう。暗闇の中にいるから、彼らは絶望するしかありません。もう一度、申し上げますが、だれかが悪いからではなく、その人々が闇の中にいて、闇の中を歩いているからだと、聖書は私たちに教えています。人々がどの時代、どこの民族であっても、闇の中にいて、闇の中を歩いているのであれば、その闇の中の特徴に捕らわれるしかありません。闇の中にいると、まず見えません。見えることができません。人生を生きていくために、本当の幸せと勝利のために必ず、人間として見ないといけないものがあるにもかかわらず、見ることができません。人は犬や猫のような動物ではありません。尊い、魂が与えられている霊的な存在、神のかたちに造られたものです。それゆえ、人は自分をお造りになりました創造主である真の神様を知り、神様をしっかりと見ていないといけません。そこが人の幸せであり、そこからすべてがスタートするようになります。それなのに、闇の中にいるので、その真の神様を見ることができません。神様を信じることもできません。真の神様と関わることもまったくできません。その結果、仕方がなく偽物の神様が神様だと思い、偶像崇拝に走るしかないし、人の手によって作られたものを拝むような人生を歩むしかありません。なぜかと言いますと、人が悪いからではなく、勉強が足りないからではなく、闇の中にいるからです。闇の中にいると、一番の特徴は真の神様、創造主であられる、霊であられる真の神様を見ることができないので、真っ暗なので、その結果、偶像を拝むしかありません。形あるものにお辞儀をするしかありません。それは闇の中にいる、闇の中を歩くという一番の特徴でもあるのです。あるいは、なにかの宗教を求めて、宗教にのめり込むようになるでしょう。宗教の教えが良い悪いと言う前に、それは彼らが闇の中にいるからです。真の神様を見ることができないなら、仕方がなく違う神に走るしかないし、神でもないものを神だと思い、それに人生を託したり、なにかを求めるようになるしかないのではないでしょうか。これが闇の中を歩いているということです。その結果、一番、根本的なところがずれるようになりますので、そのあとのすべての人生にそれが響くようになるということを私たちは知っています。
　そして、闇の中という特徴は、真っ暗なのでそこでは自力では修正、不可能ということです。自分の力、自分の努力、人の知識や知恵などでは、その闇から抜け出すことができません。それが闇の中ということです。皆さん、闇の中に閉じ込められた経験があるでしょうか。ライトが消えてしまった。それだけでも真っ暗で何も見えないときには、なにがどこにあるのか、なにをどうすればよいのか、一歩、自分の意志を持って踏み出すと、それ自体が失敗で傷だらけになる状況を闇と言います。この物理的な闇もそのように怖いものですが、人生の闇、霊的な意味での闇、いのちの根源である神様から離れて、その神に背いてしまった結果、訪れてしまいました闇というものは、自力ではそこから抜け出すことがまったくできないということです。それで多くの人々がそのようなことも知らずに、「どうにかなるだろう」とここに行けば、あそこに行けばと思って必死です。最後に残るのは、疲れて重荷を負うことしか残りません。それが闇の中にいて、闇の中を歩んでいるから生じることです。それを別の言葉で申し上げると闇の中にいるから、その人がときには力を持って頑張ってなにかを目指して走っていくかもしれません。でも、そこも闇の中なのです。その結果、あきらめて倒れる場合もあります。いろいろなぶつかりあいがあって、事故があり、傷がありということが闇の中です。しかし、先ほども申し上げましたように、自力ではそこから抜け出す道がまったくないので、結局、どう頑張ろうが最後の最後まで出口のないトンネルのように、答えがまったく見当たらないままさまよい続けるようになります。それが闇の中にいる人生の在り方であり、特徴です。終わりのないそのようなさまよいがずっと続くようになります。最終的には疲れ果て、倒れるしかないでしょう。そして、もっと恐ろしいのはこの闇の中にいるということが、単純に暗いだけの問題ではなく、この闇の支配者というものがいて、それにコントロールされ操られるようになるのが闇の中というところなので、その闇の支配者がサタン、悪魔というものです。ですから、実はしばらく、ときどき、一時的に人をごまかして、ちょっとした快楽と喜びや達成感などは与えるかもしれませんが、根本的によいことは一切ないところです。悪魔、サタンという闇の支配者によって支配されるところです。そこではサタンによるしわざというものが絶えないままずっと続くようになります。個人的にも理解できない様々な霊的な問題が訪れてくるし、社会やこの世界を見ていても、そのサタンのしわざとしか言えないようなことが絶えないままずっと続いているのではないでしょうか。そのため、身分がどうであれ、知識がどうであれ、経済の力がどうであれ、まったく関係なく、闇の中にいる限りは幸せはありません。そこに希望はないのです。それで人が罪を犯して、光の根源であり、いのちの根源である神様から離れてしまったそのときから、人々は仕方がなく闇の中に閉じ込められ、なにをどうするかの前に闇の中を歩むようになってしまったということを覚えていただきたいと思います。根本的に闇の中にいるがゆえに、人生を生きていくうちに闇のことを経験しながら人生を歩くようになります。それゆえ、人生の中には絶望がいつもともなって歩くようになります。破壊され、破壊してしまい。争いが絶えないまま憎しみを抱えて、そして、これを、あれを全部やっていても結局はそうでなかったので、虚しくなるしかありません。そのような虚しさや過去のことに対しても、未来のことに対しても不安を消すことができない不安にかられて人生を生きていくようになります。そのすべてが闇の支配者である悪魔、サタンに操られることによってそうなりました。それで人々は自分でもどうしようもできない運命の力に捕らわれて、せいぜいやるのが占いや霊媒などで、それらに走り「どうにかなるだろう」とするしかありません。それが悪魔のしわざです。あらゆることに惑わされるしかありません。そのような闇のことが私たちの人生の歩みに現れて、それを味わいながら人生を歩いていくようになるのではないでしょうか。それが闇の中にいるということであり、闇の中を歩いているという意味です。残念ながら、知識のある者、ない者関係なく、すべての人が罪を犯したので、神からの栄誉を受けることができない。それゆえ、すべての人がこの闇の中を歩んでいるということが事実です。そして、闇の中にいるということは、結局、間違って理解するようになるでしょう。暗いところなので。その徹底的なダメージはどこにあるかと言いますと、この闇の中に光を照らすために、そして、この闇の人生を終わらせるために神様が自ら光を世に送ってくださいました。けれども、それを見て、それが本当に光だと見ることができない。つまり、その光として世に来られたイエス様のことがまったくわかっていない。これが闇の中にいる、一番、決定的な証拠です。一番よく知らないといけないユダヤ人なのに、光が世に来られたにもかかわらず、彼らはそれを知りませんでした。イエス様のことを見ても、イエス様が光ご自身であることは知りません。見ても、話を聞いても、奇跡を見ても知ることができません。なぜでしょうか。闇の中にいるからです。それが闇の中にいる一番、決定的なお証しです。
それから、闇の中にいるので、イエス様を知らないだけではなく、知ったとしてもイエス様のことを間違って理解するようになります。それも闇の中にいるからです。まるで、イエス様がバプテストのヨハネのように、イエス様がエレミヤのように、イエス様がエリヤのように、イエス様が預言者の中の一人であるかのように理解するようになります。なぜそのようにイエス様のことを見て正しくしっかり知ることができないのでしょうか。闇の中にいるからです。教育を受けていないからではありません。第Ⅱコリントの手紙4章4節にはそのイエス様のことが光として正しく分からないように思いをくらませる霊が動いて働いていると証言されています。それが闇の働きです。闇の中にいる決定的な証拠、イエス様のことが分かりません。また、イエス様のことを間違って理解するようになります。とにかく、そのようにして光へと抜け出すことが徹底的に邪魔されるようになります。これが闇の中にいるがゆえに経験せざるをえないことです。ですから、私たちがどのように行動して、どのように頑張るか、なにになるか、なにをどうするかの前に、人生において一番大切な優先課題は、闇の中から抜け出して光へと導きいれられることです。それを礼拝をささげている兄弟姉妹の皆さんは心に覚えていただきたいと願います。なにが私たちの人生の一番の優先課題でしょうか。病気が治ることでしょうか。子どもが学校にきちんと進学することでしょうか。あるいは、就職することでしょうか。結婚することでしょうか。皆さんが成功することでしょうか。なにが一番の優先課題でしょうか。なにがどう変わろうが申し訳ありませんが闇の中です。皆さんが頑張って願っていることによって、それがたとえ思いどおりにかなったとしても、それで闇の中から抜け出すことができるわけではありません。それが闇の中にいるということの特徴です。自分の人生の中で、人類の一番の優先課題は闇の中から抜け出すことではないでしょうか。まず、根本から切り替えられることではないでしょうか。光の世界へ導きいれられることではないでしょうか。しかし、それは私たちの自力では無理だし、不可能なことです。それは歴史が証明しているし、皆さんの人生の中でそのようなお証しを持っていらっしゃるのではないでしょうか。なぜかと言いますと、この闇の歴史というものはものすごく根深いし長い歴史です。この闇の歴史というものは世界が造られた創造のときから始まりました創世記1章1節を見ると、神様が世界を創造されたときに、そこに闇に覆われていると言われています。この闇の勢力がそのときから存在していて、人間と私たちの人類、人生の中にこの闇の勢力が入ってきたのが創世記3章に始まりがあるのです。アダムとエバのときに蛇をとおして闇の勢力が人を惑わし、人の祝福の根源である神様に背いて、神様を信じない不信仰の気持ちを抱えて、神様から離れてしまうようになりました。このときから人生、人類に闇の勢力が覆われるようになりました。だいぶ歴史は長いです。闇の勢力によって、そのとき以来、聖書の証言、歴史の証言、全世界は、すべての民族は、諸国の民は闇に覆われるようになりました。これが闇の歴史です。イザヤ書60章を見ると、この闇の勢力は諸国の民を覆っていると言われています。先進国は闇がなく、開発途上国や今、戦争に苦しんでいる国は闇という概念は聖書にありません。諸国の民に、すべての民族、全人類が闇の勢力に捕らわれて覆われています。そして、神様はその中で光の希望を持って、その光の祝福を実現するためにイスラエルと言う民を召されているにもかかわらず、闇の力はそのイスラエルでさえ全部、つぶしてしまいました。それが旧約の聖書のお証しです。その結果、イスラエルの歴史が終わり、旧約の歴史が終わったあとの、イエス様が来られるまでの400年余りが中間期と言いますが暗黒の時代と言われるようになりました。神に選ばれたイスラエルでさえつぶされて滅びるしかない。その理由は闇を打ち破ることができなかったのですから。彼らが偶像崇拝に一緒に染まってしまった歴史なので、そのイスラエルが闇に覆われているのであれば、イスラエル以外の異邦人、諸国の民というものは言うまでもありません。これが人類を取り囲んでずっと流れている闇の歴史というものです。神様はそのときに光の光であるイエス・キリストを世に送ってくださいました。しかし、闇の力はユダヤ人を中心にしてどこまでその力を奮っていたのかというと、光であられるイエス様を十字架につけるようになりました。イエス様を殺してしまうようになりました。それが闇の力です。これが闇の歴史です。闇の歴史は根深い歴史の根が深いだけではなく長いです。消えません。ずっと続きます。しかし、神様はその闇の勢力を打ち破って真の光の世界を造るために、神様は約束され、その約束を忠実に真実に守りとおしていらっしゃいました。それで初代教会が誕生し、光の動きがありました。それにもかかわらず、闇の勢力は諸国の民を覆っていて、最後のターゲットは教会なので、この光を持つ教会なので教会を消そうとし、初代教会も結局は闇の勢力につぶされるようになります。その結果、中世の時代に生まれてきたのがカトリックと言う宗教です。これが闇の勢力による見事な作品です。それで神様はその闇の勢力から抜け出して、また光の運動を行ってもらうために宗教改革を許されました。ルターを中心にして宗教改革が起こって、又、光の福音を取り戻し歴史が流れるようになります。それで、闇の力がギブアップしたのかと言いますとそうではありません。闇の力は以前とまた別のやり方で、結局、諸国はもう支配しているのですから、それに光が浸透して行けないようにその主役、責任をまっとうするように召さている、教会をつぶせばよいのですから。必死になって教会をときには迫害し、ときには偽物を送ることによって様々な働きをとおして闇は動くようになりました。その結果、今現代、2千年、21世紀に入って見事にこの闇の勢力は勝ちはないのですが勝ったような形になりました。それで教会が「どこの宗教にも救いはありますよ。教会だけに光があるわけではありません」となにか心豊かな発言をするような時代を迎えるようになりました。これが闇の力の作品です。今それがＷＣＣというタイトルをもって動いて、それで世界平和のためになにか一役買っているかのようなニュアンスで動いています。そのようなときに、本当に一握りのわずか人々、しかも外見を見るとなんの力にもならないようなみじめな人々をあちこちから集め、また光の福音の運動を始めようとしていらっしゃいます。神様は負けることがありません。ただ間、間、闇の勢力があきらめずにずっとこのように働いています。
そして、これがいつまで続くかと言うと、黙示録を見るとイエス様が再臨なさるときまでずっと教会をとにかく迫害しながら続くとあります。これが闇の勢力です。決定的にイエス様のことを知らないように、あるいはイエス様のことを間違って理解するように、ひとりの宗教家のように、キリスト教会がひとつの宗教であるかのようにするのが闇の働きの決定版です。このようなことを私たちが良く理解しないといけません。そのような中で、そうなのかどうかも知らず知らず、私たちは一人一人個人の人生が許されてそこを歩いているのです。もう一度申し上げますが、自力ではこの闇の世界から抜け出すことはできません。しかし、この闇の中にいる限りは闇の中を歩いている限りは、人生そのものは滅びであり失敗です。そして、様々な闇のしわざを経験し患うようになるでしょう。神様は私たちをとても愛して憐れんで、この闇の世界から光へと私たちを導き出して助けるために、神様自ら光を世に起こってくださいました。神から与えられました、神様から約束されました光、それ以外には希望はありません。この闇の人生から抜け出して、光人生を歩む方法はありません。それが創世記3章15節を見るとこのように光のことを約束されています。女の子孫が生まれることによって、蛇の頭を踏み砕くと。つまり、神様は光であられる、闇の人生を終わらせる、闇の世界を打ち破ることができる唯一の光、キリストを約束されました。神様がキリストを送って、キリストによってでなければ闇の勢力が砕かれることなどありません。闇の勢力を支配している蛇の頭を踏み砕くこと以外には、根本的に闇の人生が変わることなどは期待できません。ですから、希望は唯一、女の子孫が生まれて、つまり、キリストを送ることによってこの世に、闇の世界に、光が来られること以外には希望がありません。そこにのみ希望があります。そして、感謝なことにこの約束が成就して、ヨハネの福音書1章を見ますと「初めに、ことばがあった。ことばは神とともにあった。ことばは神であった。このことばによらずできたものは世界中、何一つありません。創造主だった。そして、このことばが肉となって私たちの間に住まわれた、その方がイエス様であり、イエス様は光そのものである。しかし、闇は受け入れようとしなかった」と書いてあります。約束の光、キリストが世に来られました。その日を私たちはクリスマスと言います。2000年前に処女マリヤから生まれて、それから、十字架にかけられてよみがえられ、今も生きていらっしゃるイエス様その方が光であるキリストです。世に来られました。それで、そのイエス様が今おっしゃっています。闇の中を歩いている人、闇の中に閉じ込められ、闇の人生を患っているすべての人類、人に向かって今おっしゃっています。私に従うものは闇の中を歩まず、いのちの光を持つようになると。この闇の歴史は、神様がイスラエルを召されて選んだにもかかわらず、どうにもなりませんでした。唯一、光として来られた、神様ご自身であり、いのちであるキリスト。処女マリヤから生まれて十字架にかけられたイエス様。そのイエス様こそが唯一の闇の人生を終わらせ、闇の人生を砕いて、その闇の人生から抜け出すことができる光です。闇の人生から光へと導きいれられる、変わる、唯一の方法はこの光であるキリストであり、イエス様に従うことです。だれでもイエスの御名を呼ぶ者は救われます。だれでもイエスの御名を呼ぶ者は神の子どもになります。イエス様に従うとはどういうことなのでしょうか。今の私たちにとって、イエス様に従う、つまり、闇の人生に終止符を打って光の人生を歩むようになる。人生丸ごと変えられる方法、イエス様に従うことは一体、何でしょうか。今、イエス様はどこにいらっしゃるのでしょうか。よみがえられて、天に昇られて、天の御座に座っていらっしゃるイエス様は聖霊をとおしてひとりひとりに訪れて来られます。ですから、受け入れた人々、すなわちイエスの名を信じた者は、神の子どもとなる特権が与えられます。イエスに従うことはイエス様をキリストとして、真の光として信じ心に受け入れることです。そのときに闇の人生は終わります。真っ暗な部屋に入って電気をつけた瞬間、その暗やみは一瞬にして全部去っていくようになるでしょう。それと同じように。「イエス様を信じます」と告白しながらも、それがどういう意味なのか分かっていないクリスチャンが多いです。ものすごく残念です。闇の人生から抜け出して、光の人生、いのちの光を持つということはイエスに従うこと以外にはどこにもありません。逆に言いますと、だれでもイエスに従うものは今までどのような人生だったのか関係なく、その根本である闇の人生から抜け出すようになります。闇の人生が砕かれるようになります。その人から闇の力が永遠に去っていくようになります。なんと幸いでしょうか。イエスの他にありません。イエスの他にいりません。イエス様だけです。もし、どのような形であっても闇の中を歩いていた人が、この光のイエスのメッセージを聞いて、イエス様を信じて受け入れたのであれば、その人は聖書に書いてあるとおりに闇の人生から解放されるだけではなく、永遠に解放されます。もう二度と闇の人生に戻ることができないように永遠に解放されます。もう二度と滅びることがないように永遠に解放されます。それがイエスに従うということです。だれでもイエスにあって死と罪の原理から永遠に解放されます。だれでもイエスを信じる者は死からいのちに移っているのですと。私はつくづくイエスの御名がどれほど偉大な御名なのかということを感じさせられています。2部の礼拝でも申し上げますが、皆さんの勝利はイエスの偉大さのゆえに他のすべてが崩れてシンプルになり。オンリーイエスになること、それ以外にはありません。他になにがあるのでしょうか。そして、イエスで十分だということにならない限りは、いろいろなことが入り混じって、私たちの祝福の更新を妨げるようになります。そうする必要がありません。どんなに勉強して頭の中に知識がいっぱい積んであっても、キリスト、イエス以外には道がありません。シンプルにならないといけません。闇という言葉が皆さんをシンプルにさせ、イエス一心にさせる言葉ではないでしょうか。それが闇と言う言葉です。イエス様の御声をぜひ聞いていただきたいと思います。「私に従うものは闇の中を歩まず、いのちの光を持つのです。もうこれ以上、闇の人生、闇の中を歩くような人生、それで患っているような理由はないし、そこにいてもいけないし、いる理由もないし、早く出てきなさい。私に従うものはそれで十分です。イエスはキリストだから。イエスは唯一、闇に打ち勝てる光です」。

イエス様こそが女の子孫と預言されていた、その方でありますので、それで聖書にはいろいろな迫害の中、様々な困難な中にいるにもかかわらず、信徒に向かってこのように宣言しています。第１ペテロ2章9節などを見ると、闇の中からご自分の驚くべき光の中に招いてくださったとあります。どうすればよいでしょうか。イエスに従えばよいです。だから、メッセージなのでいろいろなことを言わないといけないでしょう。しかも、いつも申し上げているように、ここにイエス様が立って語っていらっしゃると私は信じて祈りながらここにいるのですが、人間的な気持ちとしては「そんなにメッセージがいるのか。イエス。イエス。イエス」と言いたいのです。イエスはそのような方です。闇の勢力が一番、働き、徹底的にダメージを与えるものはなんだと冒頭で申し上げたでしょうか。イエスの偉大なる御名を曖昧にさせることです。イエスも釈迦も孔子もだいたい一緒じゃないかと。これが闇の働きの決定版です。特に、教会に潰すための、闇の働きの悪巧みというものはそれです。「イエス、いいよ」。最初はイエスを知らないように、否定させるようにします。それで「イエスを信じます」となると「いいよ、イエスはいいよ。偉大なる方ですよ。皆と並んで一緒じゃないの。仲良く手を取り合って境平和のために、キリスト教だけと言わないで」というように闇が働くのです。イエスの光を消そうとします。クリスチャンの心の中から、キリスト教会の講壇のメッセージからその光を消そうとしています。そのようなことを覚えつつ、もう一度、イエスは光である。イエスこそ光であると覚えてください。それで皆さんの過去がどうであれ、また今現在の皆さんの姿がどんな姿なのかとは関係なく、イエス様を受け入れたことによって、皆さんがイエス様に従っているかたであれば、聖書は皆さん、一人一人に向かってこの闇の世界に対して世の光と宣言しています。なぜでしょうか。皆さんが従った、皆さんが信じて受け入れました、皆さんの内側にいらっしゃるイエス様が光なので。皆さんは闇の世界から抜け出しただけでなく、この闇の世界に光を照らし、闇の世界、闇の力を打ち砕いて、闇の世界の人々を助けることができる世の光に変えられているのだと宣言されています。なんと幸いでしょうか。これからは、闇の人生は終わったので新しいいのちの光を持って光の中を歩くようになったので、見るものが、理解することが全部、新しくなります。今まで知らなかったでしょう。八百万の神としか知りませんでした。けれども、それは闇の中にいるからで、光の中に入って、つまり、イエスに従ったときからは見えるようになります。神様はキリストを約束なさって、人類を罪から救われる創造の神様その方なのだと。これが光の中にいるから見えてきます。
そして、イエス・キリストにあって神の愛の中にあって、自分がだれなのかということが新しく見えてくるようになります。皆さん一体だれでしょうか。光の中に入っていないと正しく見えません。今まで皆さんが自分のことを考え、これだ、あれだと思っていたのは、全部、闇の中でのことです。イエス・キリストを受け入れて、イエスにあって新しく光の中で皆さん自分自身を正しく発見しないといけません。今まで、闇の中で「これが黄色だった。これ赤だったろう」とだろう、だろうばかりだったでしょう。それもほぼではなく、100％全部間違いなのですが、それで電気が入ってきました。「違うの？これは冷蔵庫だと思っていたのに、人間だった」のです。それが闇の中と光との違いです。イエスは光です。イエスに従ってイエスを受けいれたにも関わらず、なぜその目が開かれないのでしょうか。全部、違います。今まで見てきて覚えてきたことは、闇の中での間違いです。適当に触っていたものなのです。人生の幸せはこれだ。それは真っ暗の中で触っていたものです。電気が入ると違うな。恥ずかしいな。この世の中はものすごく発展を遂げていて、またものすごく問題があったりします。いろいろな解釈があり、また、いろいろな専門家のコメンテーターがあり、それから、皆さが学校か何かで教わったこともいっぱいあるかもしれません。本当にそのとおりでしょうか。私たちは光の中にいるものです。違うのではないでしょうか。世の中はなにがどうであれ、結局、滅びるところです。真の光がなければ、闇に葬られてそのまま滅びるしかないところです。だから、キリストの光がなければ希望の無いところではないでしょうか。医学界でも政治界でも芸能界でもどこでもそうではないでしょうか。それが見えないのでしょうか。闇から抜け出して光の世界に入ってきている者はそれが見えてきます。その結果、光の中にいる者はだれがなんと言おうが、一回限りの人生、せっかく神の恵みのいのちを与えられ、闇から抜け出して光を見るようになったので、迷いなく神の国ために、福音のために、光のために残りの人生を生きていきます。それこそが人生です。人生って何なのか。人生いろいろ。男もいろいろ。それは嘘です。なにを専門に勉強し、どんな仕事をするかなどは、それはいろいろあります。でも、人生を生きる理由はどの時代でも、どこの民族、どんな職業を持っていても関係なくひとつしかないということが見えてこないのでしょうか。いまだ皆さんは残念ながら闇に騙されています。闇の世界から抜け出したにもかかわらず、闇の力は皆さんの目をくらましています。だから、イエスが光だという信仰をしっかりと握ってください。そこしか光はありません。何もかも後にして、イエスを握ってオンリーイエスの中に入ってください。そこに、入らないと、見るもの、対策すること、考えること、評価すべてが間違いになります。闇の中からやることになるので。どうせ間違ってしまうようなことを、そんなにエネルギーを費やして、時間を費やして、ときにはお金を投資しながらやる必要などあるのでしょうか。逆にストップしてイエスに留まってください。そこにしか光はありません。そこにしか人生を正しく見ることができる場所はありません。皆さん自分自身も家族も皆さんの過去も未来も、この世の中も日本の国も日本の将来も見ることができるところはイエスしかありません。イエスだけが光なので、そこに立ってください。だれでもイエスに従うものは闇の中を歩まず、いのちの光を持ちます。このメッセージを心に覚えてください。
結論です。今現在、自分なりに私は闇の人生。闇の中を歩いている。なぜ自分の人生はこんなに暗いのだろう。自分の人生はなぜこんなに事故ばかりなのか。なぜ傷だらけなのか。なぜ希望などが見えてこないのかという方は、それがどのような闇の形であっても迷わずに、そして、悩まずに、光であられるイエスに従ってイエスを信じて受け入れていただきたいと思います。それ以外には方法がありません。そうすると、その瞬間、今まで悩んでいた、さまよい続けていた闇の人生は終わります。約束します。宣言します。終わりです。本当に終わりです。だから、どんな悩みなのか、どんな闇なのか、関係ありません。私に従うものは闇の中を歩まずいのちの光を持つ。このメッセージを握ってイエス様に従っていただきたいと思います。それから、自分はイエス様に従って、イエス様を受け入れた者だと思っている方は、ぜひ、どのようなことがあっても闇のものはもはや、これから永遠に至るまで自分のものではないと宣言してください。だから、その宣言とともに日々、闇のものと関わることを断ち切るようにしてください。なぜかというと、皆さんのものではないからです。つまり、闇のこと、闇の考えなどを脱ぎ捨てていただいたいと願います。日々です。イエス・キリストを受け入れた瞬間、実はもう終わりです。それにもかかわらず、私たちに様々なごまかしやいろいろな騙しごとがあります。闇の勢力によって。そのときに皆さん、ぜひ宣言してください。皆さんがたとえ弱さによって倒れた。なにかの失敗があったとしても闇に皆さんが関わってはいけません。「だから、だめだ。これがどうなるのだろう。人生、希望がないね」などの考えは、すでに闇のことなのでそれは私とは関係ないと宣言し、その都度、その都度、それをつぶしてください。イエスの名によって。なにがあろうが皆さんは死からいのちに移っている方なので、闇が皆さんと関わることがないように拒否してください。それは努力ではありません。もうすでにそうなっているから、イエスを信じる信仰によって、皆さんが心から拒否すれば終わりなのです。たとえ癌にかかって3日後に死ぬと宣言されても、闇に覆われることがないように。「だから、私の人生、間違っていた。私はこれで地獄に行くのではないか」という思いなどは闇のことです。そこから抜け出しました。イエスによって光の中に立ってください。「私は神の子どもだ。この癌ものろいではない。神様、ありがとうございます。すべてゆだねます。これも十字架で終わった問題です。私はいつになるかは分かりませんが、残りの生涯すべてをかけて、この光の祝福を賛美しながらできればこの光の福音が宣べ伝えられることに専念しながら死を迎えます」。皆さんの心と気持ちと考えを、また感情そのものも闇に譲らないようにしてください。なぜでしょうか。皆さんが心から受け入れたイエス様は唯一の光、皆さんの人生にある、死ぬ時までの人生にある、永遠に至るまでの人生にある闇の勢力、闇の運命を根本からすべて完璧に全部、打ち砕いて勝利された光です。だから、それを味わうようにしてください。闇のことは、もちろん、汚いことなどを止めるようにという意味もありますが、そういう次元の話ではありません。止めるに止められない人は仕方がないでしょう。それを止める力が与えられるまでは、止められないときでもそれでがっかりしないでください。がっかりするというのは闇なのです。「だからこそキリストが私には必要なのだ。だからこそ、キリストにあってこの止められないことによって滅びないように安全に保護されているのではないのか」という方向に行かないと行きません。いつまで経ってもイエスでないといけません。それに負けないように。ほぼ私もそうなのですが、私たちは本能的に倫理や宗教になっているので、しかも、家庭の中で学校で社会で全部、そのように教わっているので、聖書の教えも福音ではなく全部、逆になっています。そうではありません。もし悪い習慣や癖が中々、直らない方々も「直らないから私はサタンに負けているかな」と思わないで、それに打ち勝つ力が与えられるようになっているので、まず負けないでください。「それにもかかわらず、イエスが光である限りは私の人生は闇ではなく光の中にいます」と宣言するところから始めてください。「だから、私にはああいう悪い癖によって人生が滅びることはない」。「だから、ほっておいていいよ」ではありません。光の方向に、「だから、私は聖霊充満の祝福の主人公ではないのか」。そうすると、勝てる力が与えられます。そのときに勝てばよいのです。実はイエス様はすでに勝っていらっしゃることなので。光から離れることもできません。すでにその中に入って導き入れられている者ですから。それが取り消しになって、キャンセルになって戻るとかはありません。飛行機はキャンセルがありますが、これはありません。
この間、皆さんの祈りに支えられて沖縄のキャンプに行ってきました。実は何のかかわりも、何のゆかりもないところです。皆で「どうしよう。どうしよう」と言っていました。そのことでもっと祈ったとは思いますが、神様が不思議な導きによっていろいろな出会いを許され、出会いがあっただけではなくキャンプの目的は持続するためのシステムを作ることなので何百人が受け入れたとか、それが大切なものではありません。でも、しっかり持続できるような2か所、3か所ぐらいのシステムが許されました。ほぼまったく未信者のような状態の方々と会いました。それで福音を伝え受け入れた後、私ははっきりと言いました。「あなたの人生、あなたがどう思おうが闇の人生はもう終わりました。これから何があろうが騙されないように」。本当にイエス様が光だと、イエスに従うものはいのちの光を持つ、闇の中を歩まず。これを信じますか。皆さんがその主人公です。闇のことは全部、脱ぎ捨てましょう。先ほども申し上げましたように、これから、客観的なメッセージのワンフレーズではなく、皆さん個人に神様はどんな方なのか。そして、光の中にいる自分自身がどんな人間なのか。どのような存在なのか。この世の中はどんなところなのか。それならば私の残りの人生、生涯、過去を含めてどのようなもので、なにを理由にして生きていくべきなのかなどを、しっかりと光の中で改めていただきたいと思います。整理してください。そのときから初めて祈りがあり成功がそこにあります。こういうことがないまま一生件名頑張って競争して上に立てば成功というのは闇の中のお話です。光の中ではそのようなことはありません。人生が何かも知らないでどうやって成功が見込めるのでしょうか。世の中に生きていながら、この世がどんなところなのかも知らないで仕事をしながら、世との付き合いをしながらそれで成功があるのでしょうか。この世がどんなところなのか知らないまま。サタンはそのような闇のことを教会の中に入れようとして信徒の方々を惑わしています。私たちが世の中の人が理解できない、しかし、真理であるオンリーの、このいのちをもって走ることを邪魔するために様々な誘惑をしています。闇の力を持って、悪霊に取りつかれて泡を吹き出し倒れることも悪霊のしわざですが、闇のしわざはそれだけではありません。闇のしわざの一番の決定版はイエスが隠れて、イエスが薄れて、イエスが曖昧になって、イエスが間違うようになることです。そういう目で見れば教会が大きいか小さいか関係なく、また信徒が一生懸命なのかどうかも基準ではなく、見る目が変わるようになるでしょう。新しく正しく見て改めていただきたいと思います。
それで、そういうことによって皆さんがこれから残りの生涯は、年が何歳か関係なく、最高の人生を歩いていただきたいと思います。また歩けるようになると信じています。たとえ今だいぶ年を召していらっしゃる方々。なにも考えることはありません。どんなに頑張っても食べる量もこれから制限されています。残りの生涯、自分で動けなくても、レムナントを育て世界中に光を照らすことができるように全面バックアップしながら私の残りの生涯を終える。これこそが最高の人生ではないでしょうか。若い人々は残りの生涯、神から与えられている専門性を持ってその世界に入って、その専門性では希望がない。神から与えられているキリストの光以外には希望がないのだと、できればサミット、トップに立ってそれが語れるように。これが最高の人生ではないでしょうか。今は昔と違って女性の方々も仕事をしているので話にならないかもしれませんが、昔は男性が仕事をして女性はわりと時間がありました。そのような場合、だいぶある程度、熟している方々はその時間を現場とともに静まって、こういったすべてをもって祈りに専念することが最高の人生ではないでしょうか。それぞれ、この光の中で改めると最高の人生をこれから送るようになります。なんでもかんでも一生懸命頑張れば、まじめに最善を尽くせば最高になる。そういうことはもうさようならです。それは闇の中の世界で通じる話です。光の中でイエスにあって改めなければなりません。なにが幸あるものなのか。なにが理由なのか。なにが重みのあるものなのかなどを改めることによって、初めて最高の人生の門が開かれるようになるでしょう。今、申し上げましたように、光の中を歩くのが最高の人生です。つまり、伝道する人生、あるいは伝道のために献身する人生、これこそが最高の人生です。伝道=光を放つことなので。そのような最高の人生が待っているということを、ぜひ覚えて、皆さんのものにしていただきたいと願います。皆さんには十分、そのような資格があるし、皆さんの他にはありません。
（お祈り）、たルインです。ったースがが信じることがて冷やかしていたパリサイ人や律法学者た知
　愛する天の父なる神様。ありがとうございます。今日も兄弟姉妹とともに礼拝をささげることができて感謝いたします。どうかイエス様の御声を心にしっかりと留めるようにしてください。闇の中を歩まず、いのちの光を持つその方法はイエス様に従うことであり、イエス様に従ったものは闇から抜け出して光の中にいるということを主が教えて、その自覚を持って改めることができるように。それで最高の人生を歩く主役となるように、ひとりひとりをかえりみてください。イエス・キリストの御名によってお祈りをいたします。アーメン。
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